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事務事業評価 令和元年度実績あ

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 60 60 目標値 5,352 5,191

 ( R1 ～ ) 実績値 60 － 実績値 6,458 －

 [件] 達成率 100.0% － [kWh] 達成率 79.3% －

 目標値 100 200

実績値 407 －

[件] 達成率 407.0% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値 398 422

23,511 31,207 実績値 428 －

22,797 － [件] 達成率 107.5% －

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 15 目標値 9,600

 ( R1 ～ R1 ) 実績値 11 実績値 12,191

 [地域] 達成率 73.3% [ﾄﾝ] 達成率 127.0%

 目標値

実績値

達成率

令和元年度 令和 2 年度 目標値

9,541 実績値

8,701 達成率

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 320 195 目標値 2 1

 ( H14 ～ R1 ) 実績値 400 0 実績値 2 0 

 [ha] 達成率 125.0% 0.0% [件] 達成率 100.0% 0.0%

 目標値

実績値

達成率

令和元年度 令和 2 年度 目標値

444 実績値

369 達成率

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 100 100 100 目標値 4,800 4,800 4,800

 ( H28 ～ R2 ) 実績値 99 85 － 実績値 4,939 4,565 －

 [回] 達成率 99.0% 85.0% － [人] 達成率 102.9% 95.1% －

 目標値 35 35 35

実績値 35 35 －

[人] 達成率 100.0% 100.0% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値 10 4

8,381 10,140 実績値 7 －

7,547 － [基] 達成率 70.0% －

Ａ

Ｄ

Ｂ

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

1

気候変動対策推進事業

平成 30年度

事業所向け省エネ診断受診
件数

１世帯当たりの年間
電力消費量うつくし作戦推進課

　大分県地球温暖化対策実行計画に定めるＣＯ
２削減目標の達成に向け、家庭・業務・運輸部
門におけるＣＯ２排出抑制対策等を実施すると
ともに、気候変動による様々な影響への適応策
を推進する。

家庭向け省エネ診断受診件
数

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　省エネ診断などの実施により、多くの県民に対してＣＯ２排出削減についての啓発が
できたが、以前に比べ真夏日の増加など気候変動が顕著となっており、省エネ、節電が
困難な状況である。引き続き省エネ診断、節電・省エネセミナーの開催などの普及啓発
を行うとともに、令和２年度は電子版省エネチェックシートを用いた啓発や宅配１回受
け取りキャンペーンなども実施し、節電や省エネ意識の高揚を図る。
※国の統計資料を用いて実績値を算出しているが、統計資料は２年遅れて公表されるた
め、令和元年度欄には平成29年度の目標値及び実績値を記載し、評価している。

区分

①事業所向け省エネ診断など
　業務部門におけるＣＯ２削
  減対策の推進　   　9,217
②家庭向け省エネ診断など家
  庭部門におけるＣＯ２削減
  対策の推進　       8,756
③エコドライブの普及など運
  輸部門におけるＣＯ２削減
  対策の推進 　      2,228

Ｄ

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

2

CO2オフセットトライ事業

平成 30年度

大分県ノーマイカーウィーク
年間モニター事業所登録件数

予算

決算

地球温暖化対策講座の開催 ＣＯ２削減量

うつくし作戦推進課

　地球温暖化の原因とされているＣＯ２の削減
を図るため、ラグビーワールドカップ大分開催
により発生するＣＯ２の実質ゼロ化に向けた県
民運動を展開する。

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　多くの県民（約1万6千世帯）による省エネ行動により目標を上回るＣＯ２が削
減でき、ラグビーワールドカップ大分開催により発生したＣＯ２排出量の実質ゼ
ロ化に成功した。令和元年度の単年度事業として実施したもので、当初の事業目
的を達成したことから当該事業は終了する。
　ＣＯ２の削減を推進するための啓発については、「気候変動対策推進事業」に
おいて引き続き行う。

区分

①省エネチェックシートを活
  用したＣＯ２削減対策の推
  進
　　　　　　　 　　　7,814
②地球温暖化対策講座の開催
　など普及啓発体制の強化
　　　　　　　　 　　1,727

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

3

森林整備地域活動支援事業

平成 30年度

予算

決算

森林経営計画作成面積
（作成予定区域も含む）

事業活用した森林経営計
画認定数（変更含む）

林務管理課

　森林施業を確実に実施し、森林の有する多面
的機能を維持するため、森林の情報収集活動を
支援し、地域の森林整備や森林施業の集約化を
推進する。

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　17年間にわたり「森林経営計画作成」に必要な森林情報の収集や森林の現況調
査、作業路網の改良等に要する経費に対して助成したことで、地域の森林整備や
森林施業の集約化を推進できた。令和元年度から森林環境譲与税が市町村に交付
されるなどの影響により事業要望がなくなったことから当該事業は終了する。
　なお、令和元年度は事業実施主体が事業実施予定地を確保できなかったことが
原因で市町村が事業を取りやめたため、実績値は０となった。

区分

①森林経営計画の作成に必要
  な取組に対する支援
　　　　　　　　 　  　444

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

4

森林環境教育・木育促進事業

平成 30年度

予算 25,729

決算 25,673

標識設置数

予算 8,469

決算 7,278

森の先生派遣回数 森林環境学習体験者
数森との共生推進室

　次代を担う青少年に森林環境についての理解
を深めてもらうため、各実施主体が行う森林体
験活動の支援や研修事業等を実施するととも
に、そのためのフィールドの整備を行う。

研修の参加者数 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　森の先生派遣事業は、少人数のグループで、身近な自然を題材に遊び学ぶこと
ができる点が好評であり、学校や育成クラブ等からの申込みは増加傾向にある
が、令和元年度については新型コロナウイルスの影響により３月分の申請が減少
し、森林環境学習体験者数は目標を達成できなかった。
　令和２年度は、申請者と連携し、派遣の際のコロナ予防対策を周知した上で事
業を推進する。

区分

①子どもの森林体験活動を支
  援する講師の派遣
                     5,334
②森林づくり活動を行う小学
　生を対象としたリーダー育
　成研修
                     1,000
③特別保護樹木の標識立替え
                       795
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事務事業評価 令和元年度実績あ

No.

 

 ( H21 ～ )

 

 

令和元年度 令和 2 年度

1,604,262 2,628,957

972,345 -

予算 1,311,046

決算 458,428

森林整備室

　森林の公益的機能の向上を図るため、再造
林、鳥獣害防止施設整備、下刈り及び間伐等の
森林整備を推進する。

区分

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額

5

（公）造林事業・再造林促進事業

平成 30年度

主 な 事 業 内 容 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

①森林環境保全整備事業
　・再造林、鳥獣害防止施設整備、下刈り、間伐等　7,029ha
　・鳥獣害防止施設整備　　471.4km
　・森林作業道開設　　　　160.0km

　再造林や間伐等の森林整備により、適正な森林管理が図られ、水源かん養や災
害の発生防止、二酸化炭素の吸収による地球温暖化の防止などの公益的機能の発
揮につながった。
　　　　　　　　　　　　　 　　　　   　 　（翌年度繰越額　629,770千円）
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